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ロマ(ジプシー)の国際的保護
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窪誠(KUBOMakoto）

ロマ(ジプシー)の問題が国際的に注目されるようになったのは、近年のことである。欧州安全

保障協力会議(ＣＳＣＥ)'の人道的側面に関するコペンハーゲン会合文書（1990)第４章第４０

段落は、以下のように宣言した。

｢参加国は、全体主義、人種的および種族的憎悪、反ユダヤ主義、排外主義およびいかなる

者に対する差別、ならびに、宗教的およびイデオロギー的理由にもとづく迫害を明確かつ無条

件に非難する。さらに、この文脈において、参加国はロマ(ジプシー)固有の問題を認識する。」２

これ以降、ヨーロッパの国際機関を中心に機関を中心にロマ保護のためのさまざまな措置がと

られるようになる。例えば、ＣＳＣＥは、１９９４年、それまであった｢民主的制度および人権のため

の事務局(ＯＤＩＨＲ)」の中に、ロマ問題を取り扱うための｢ロマおよびシンテイ問題のためのコン

タクトポイント｣と呼ばれる部署を設置する。３その翌年、ＣＳＣＥはＯＳＣＥ(欧州安全保障協力機

構)に改組される。また、欧州審議会は、１９９４年、「ロマおよびトラベラーズに関する活動コー

ディネーター｣と題するロマに関する活動調整者を設置し、１９９５年には｢ロマ、ジプシおよびトラ

ベラーに関する専門家委員会｣を設置する。’

それでは、ロマおよびスインテイが人権侵害の被害者となった場合には、国際的にはどのような

救済手段があるのだろうか。ヨーロッパには、自由権に関して、ヨーロッパ人権条約があり、ヨー

ロッパ人権裁判所がその実施を監督しており、社会権に関して、ヨーロッパ社会憲章があり、ヨ

ーロッパ社会権委員会がその実施を監督している。本研究報告は、後者のヨーロッパ社会憲
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章を中心に行う。その理由は、以下の通りである。

ヨーロッパ社会憲章は、１９６１年イタリアのトリノにおいて署名のために開放され、１９６５年発効

した。１９８９年１１月、それまで経済的社会的問題部局内におかれていた社会憲章の事務局

を人権部局内に移して以来、いくつかの議定書の採択および憲章自体の改正を含めて、数多

くの改革がなされてきた。

ロマにとって重要なのは、改正憲章第３１条が規定する居住権である。ロマは劣悪な居住環境

のなかで生活することを余儀なくされ､さらに強制立ち退きなどの被害を被っている。実際、ヨー

ロッパ社会憲章における集団申し立て制度において、居住権に関する申し立ては、すべてロマ

の居住環境もしくは強制立ち退きに関するものであった。よって、これらの申し立てを検討し、ヨ

一ロッパ社会憲章がロマをどのように保護しているのかを明らかにした。
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